
 

農学研究院若手教員支援事業成果報告書 

 

平成２３年２月１８日 

 

支援対象研究分野：環境科学系 

研究課題名：水稲の生育相診断モデルの開発と棚田地域の米づくり意思決定支援への活用 

支援期間：平成２１年１１月～平成２２年１０月 

所属部門・研究分野：環境農学部門・生産環境情報学分野 

研究代表者氏名：平井康丸 

 

１．研究の成果，達成度 

 本研究は，水稲の生育相診断方法の開発とその米生産の意志決定支援への活用を通し

て，棚田地域の米生産技術の改善に取り組んだものである．まず，生育相診断方法の開

発においては，その診断結果の活用が追肥等の調整技術に止まらず，生産管理全体を通

した農家の技術改善に活用できるものにするために，水稲の生育相と農家の生産管理，

水田の生産環境，収量・品質の合理的な関連付けが可能な方法，すなわち，パターン認

識による診断を採用した．草丈・茎数の生育期間を通した推移の特徴を非線形回帰モデ

ルのパラメータとして抽出し，生育相の類型化（パターン認識）を行った．そして，類

型化した生育相の中に共通する生産管理，生産環境，収量・品質を検出することにより，

生育相との関連付けに成功した（業績 7）～11））．本研究の対象は，水田の生産環境，

農家の生産管理が多様である生産現場のデータであり，線形回帰分析等では関係解明が

困難な対象であることからも，得られた成果の意義は大きい．一方，本研究を通して収

集した水田データ数は，現在 82 と十分でなく，生育相との関係付けに成功した事例も

限られている．そのため，開発中の生育相診断方法は，現状では，生産現場において意

志決定支援に活用する水準にはないが，今後，データの蓄積が進むにつれて，実用に耐

え得る診断方法として完成するものと考える．以上のように，本研究では，棚田地域の

米生産技術の改善に関しては，その達成が不十分であったが，久留米市および櫛田神社

で催された星野村物産展において，本研究の取り組みのアピールおよび棚田米の販売支

援を行った（次頁写真）． 

 支援期間中の発表論文は，申請研究課題を遂行する中で収集した多岐に亘るデータを

利用して研究した成果であり，水稲の生育相診断方法に直接関係するものは学会発表に止

まっている．しかしながら，申請課題のような農業研究は経年的なデータ収集を要するも

のであり，地道なデータの蓄積により，生産現場で活用し得る有用な成果発表に結びつく

と考えている．本支援事業を通して，生育相診断方法開発の基礎となる，気象・土壌・水

環境，生育状態，収量・品質等の多岐にわたるデータの収集システムを構築できたことが，



最も大きな成果であったと考えている． 

 

 

星野村物産展（久留米市）における本研究の紹介と棚田米の販売促進 
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３．研究の波及効果 

 研究支援期間においては，米生産に関連する環境，生育状態，収量・品質に関するデ

ータ収集システムの構築を行うとともに，パターン認識を用いた水稲生育相の診断方法

の有効性を示した．現時点では，農家の技術改善に寄与した等の具体的な貢献は果たし

ていないが，支援事業を通してデータ収集システムを構築したことにより，2010 年か

ら糸島稲作経営研究会との連携研究が実現している．糸島稲作経営研究会は糸島市の

20%（400ha）の水田を管理するプロ農家集団であり，福岡県における近年の一等米比

率低迷の背景からも，生育相診断方法開発に対する期待は大きい．本研究を継続的に行

うことにより，米生産の収量・品質安定化技術の確立に多大に寄与するものと考える． 
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